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　医療者，特に薬剤師の仕事の中
心がモノからヒトへ変化し，それ
に応じて臨床現場で行う臨床研究
（介入研究）にかかわる機会が増え
てきています．一方，それらの効
果測定には，検査値の変化など測
定可能かつ客観的指標を用いるこ
とが多く，患者中心の医療といい
ながら，患者の視点からその効果
を測定する研究は限られていま
す．患者視点で効果を測定する代
表的な指標が健康関連 QOL で
す．しかしながら医学・薬学教育
の中で，このようなQOL 評価に
ついて学ぶ機会がなく，患者の視
点で効果測定を行いたくても，ど
うしたらよいのかわからない医療
者も多いのではないかと思います．
　「臨床・研究で活用できる！」
と冠された本書は，医療現場で医
療者が，患者が自分自身の健康状
態をどのようにとらえているか，

治療によってそれがどのように変
化しているかを知りたいと考えた
ときに役立つ情報を与えてくれま
す．本書は，健康関連QOL とは
何を示す指標なのかといった概念
的な説明から，日本で使用可能な
QOL 尺度にはどのようなものが
あるかまで，わかりやすく丁寧に
書かれています．特に，対象疾患
を選ばずに健康全般のQOLをと
らえる包括（一般）尺度として 5種
類，ある特定の疾患のQOL をと
らえる疾患・病態特異的尺度とし
て 33 種類が紹介されています．
尺度の特徴，開発の経緯，質問
票，結果の解釈，使用上の注意，
実際に使用されている研究の紹介
など，項目ごとに整理されてお
り，臨床研究にQOL 指標を使い
たいと考えたときに，どの QOL
指標が最も適しているかを比較検
討できるようになっています．ま

た，自らがQOL を測定する機会
がなくても，QOL を扱う臨床論
文が増えてきている現状を踏まえ
ると，本書で取り扱っている
QOL 評価の特性を理解しておけ
ば，論文に書かれている結果の解
釈が容易になります．
　まずは，患者中心の医療の最前
線で活躍している医療者，特に患
者にかかわる機会の増えてきてい
る薬剤師で，目の前の患者が自分
の健康状態をどのように感じてい
るのか，患者視点で治療がうまく
いっているのかを知りたいと考え
ている方には，ぜひ手に取って読
んでいただきたい一冊です．
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